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全３枚

総務省 第５回「地方公共団体における統計データ利活用表彰」で
「特別賞」を受賞

つくば市は、本日（10月19日）、第５回「地方公共団体における統計データ利活用
表彰」（主催：総務省統計局）において、特別賞を受賞しました。

当市は 「Hack My Tsukuba」（共催：筑波大学、つくば市）の実績に基づき応募
し、全国54（都道府県18・市区町村36）の中から選ばれました。

なお、取組内容の詳細は、別紙をご参照ください。

Hack My Tsukubaとは
つくば市は、市が保有するデータを活用して地域社会に役立つ解

決策を市民とともに考えるため、筑波大学と共催でワークショップ
形式の「Hack My Tsukuba 2020」を開催しています。

第１回、第２回では、新型コロナウイルス感染症の現状における
地域課題を洗い出し、分析をしてきました。第３回は、これまでの
議論をさらに一歩進めたサービス分析を行い、ナッジ理論等を応用
しながらアイディアをカタチにしていきます。前回同様、つくば市
のオープンデータ等を活用しながら議論を進めていきます。

申込みはこちら

取組名称： 「疑似市民データ」を活用したアイデアソンの開催

街づくりのアイデアや地域課題の解決法を広く募るアイデアソンのイベントを開催
課題解決の検討には住民データを参考に作成した疑似データなどを活用

●対象 地域の課題解決に取り組んでみたいと思う方

●申込方法 申込フォームに必要事項を入力

（11月６日（金）まで）

●プログラム テーマ説明 、ライトニングトーク 、
グループディスカッション 、発表

【参考】
総務省 第５回「地方公共団体における統計データ利活用表彰」
https://www.stat.go.jp/info/guide/rikatsuyou/index_2020.html






